
 

  

さいたま市シニアユニバーシティー岩槻校第９期 会報 第１号 

 

発行：第 9期生総務委員会 

平成 25年６月 1日 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜さいたまシニアユニバーシティー開校式開催＞＞ 

平成 25 年度さいたま市シニアユニバーシティーの入学式が 5 月 7 日午後 2 時より市民会館おおみ

や大ホールで清水勇人市長他多数の来賓を迎え挙行された。市内 6校総勢 644名の学生が集い 1年間

のスタートが始まった。入学生を代表して渡邊○○さんが共に学ぶ決意を述べ正式に開校となった。

引き続き学生 OBによるコーラスの披露があり、午後のひと時を楽しんだ。 

＜＜第 9期岩槻校授業始まる＞＞ 

第 1 回の岩槻校における授業が始まった。我々のオブザーバーとして卒業生の杉山 ○○さんと佐

藤 ○○さんの御二人が今後一年間相談に乗っていただくことになった。午前中は市の担当者後藤 

美昭氏から今後の活動計画についての話があり、各班ごとに自己紹介を中心に班長・副班長を選出。

（班長・副班長は次の通り） 

1班 班長 関谷 〇  副班長 宮崎 ○○ 上林山 ○○ 

2班 班長 瀧田 〇〇 副班長 澄川 ○○ 町田 茂 

3班 班長 羽廣 ○○ 副班長 田中 ○○ 小暮 ○○ 

4班 班長 浪江 ○○ 副班長 井上 ○○ 唐沢 ○○ 

5班 班長 澄川 ○○ 副班長 木村 ○○ 望月 ○○ 

6班 班長 加藤 ○○ 副班長 田村 ○○ 渡辺 〇 

7班 班長 橅木 ○○ 副班長 三品 ○○ 牧野 ○○ 

午後は各班から選出された役員による理事会が開催され、次の通りの仮役員が互選された。今後 6

月 24日に開催される総会により異議がなければ承認される運びとなる。尚年会費は 2,000円を予定す

る事が検討された。（案） 

会 長 羽廣 ○○（3班） 副会長 三品 ○○（７班）澄川 ○○（５班） 

会 計 関谷 〇（１班）宮崎 ○○（１班）総 務 浪江 ○○（４班） 瀧田 ○○（2班） 

事 業 名 担 当 班 担 当 氏 名 学生番号 開   催 

文化祭 ３・５・６班 委員長 加藤 ○○ ６０７ 10月 28日 

  副委員長 望月 ○○ ５１１ （ワッッコミセン） 

  会 計 田中 ○○ ３０９  

親睦旅行 ４班 委員長 浪江 ○○ ４０９ 秋季 

  副委員長 唐沢 ○○ ４０２ １１月 

  会 計 井上 ○○ ４０１  

卒業懇親会 １・７班 委員長 橅木 ○○ ７０７ ３月 

  副委員長 上林山 ○○ １０８  

  会 計 牧野 ○○ ７０１  

記念文集 2班 委員長 今井 ○○ ２０７  

  副委員長 黒川○○ ２０３ ３月 

  会 計 澄川 ○○ ２０４  
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だい 

第１回授業 「高齢者保健福祉計画と介護保険事業計画」 

さいたま市高齢福祉課地域支援課 岩瀬氏 

 最初に驚いたのが岩槻区がさいたま市内で最も高齢者の割合が多いことであった。理由は老人ホー

ム等の施設が多いことに由来するそうである。高齢化社会という仕訳で言うと 7%であるのに対し、高

齢社会という見かたでは実に 14%,そして超高齢社会という見かたで表すと 21%がその範疇に当てはま

るということであった。老人という言葉の由来は「老人福祉法」という法律に「65 歳以上を老人と言

う」ことが明記されているので反論する事が出来ないそうである。 

 さいたま市として、第５期事業計画として次の 7 項目に重点プログラムとして「支え合いのネット

ワークづくり」を平成 24年度～26年度に「だれもが、自立と尊厳を保ちつつ、住み慣れた地域で、安

心して長生きできる、支え合いと触れ合い豊かな活力あるまちを目指して」立ち上げている。 

 

基本目標 1  健康の維持と介護予防を進めます （予防） 

基本目標 2 高齢者が活躍できる場を確保します （活躍の場） 

基本目標 3 長寿を尊ぶ地域社会を醸成します （長寿慶祝） 

基本目標 4 地域で幅広く高齢者の生活を支援します （生活支援） 

基本目標 5 誰もが安心して暮らせる環境を整備します（住まい） 

基本目標 6 介護サービスの充実を図ります（介護） 

基本目標 7 医療と介護の連携を強化します（医療） 

※ 結論 出来るだけ健康に気を付けて自助努力をしよう ※ 

自治会クラブ活動結成 中間報告 

パソコン クラブ   部長 浪江 ○○ 

史跡めぐりクラブ   部長 関谷 〇 酒井 ○○ 

ハイキングクラブ   部長 松井 ○○ 

ゴルフクラブ     部長 町田 〇 

花散策クラブ     部長 羽広 ○○ 

麻雀同好会      責任者 前沢 ○○ 

６月授業予定表 

６月１０日（月） 午前「環境問題と私たちの暮らし」環境アドバイザー 田野 實氏 

         午後「さいたまの歴史」             大村 進氏 

６月２４日（月） 午前「資産運用と円満相続」ファイナンシャルプランナー 茂木 一晃氏 

         午後「ニュービジネスとシニア世代」（仮題） 

         総会 

６月２７日（木） 東京証券取引所と日本科学未来館の見学 中央校と合同 4,400円 バス 

         集合場所 さいたま新都心駅東口 イトーヨーカドー前 8:15集合 

         昼食の用意はありません 

＊＊＊＊＊＊＊身近に迫った遺産分割協議が難航することを詠んだ川柳＊＊＊＊＊＊＊ 

「遺産分け、親不孝ほど、よくしゃべり」「遺産分け、ただでもらうに、何故もめる」 

 

※皆様の投稿をお願いします。内容は何でも結構です、クラブ活動、孫が生まれた、得意な俳句等な

ど、どしどし応募ください。E-mail:＊@tcat.ne.jp Fax: 048-＊＊＊までお願いします。 

 

 

 

 

 


